
資料１－３

平成１４年度予算案及び平成１３年度
補正予算案における重点分野等
に 係 る 主 な 施 策 の 位 置 付 け



環境対応
型工業、
食料生産
等への実
用化の
加速

機能性食品　

有用物質
生産　

遺伝子組換え体
等の安全性

植物機能改変

ゲノム 遺伝子 タンパク質 細胞・組織・個体

創薬
＜医薬品候補
化合物の選抜＞

EBM(根拠に基
づく医療)のため
の臨床研究
＜効果の検証＞

生体高分子立体構造情報解析
（経済省）　　20(15)　

タンパク質機能解析
（経済省）　23(17)

遺伝子構造・機能研究
（文科省）　 2  (15)

遺伝子多型研究の推進
（文科省）　　25(25)

ライフサイエンス　　
分野の主な施策（１）

効果的医療技術の確立推進　　
臨床研究経費（厚労省）　44(0)　

ゲノム解析

構造改革特別要求

EBMのための臨床研究
新薬の効果の確認、標準的な治
療法の確立

ゲノム創薬
遺伝子機能・タンパク質研究の
成果を創薬につなげる。

再生医療 ･

遺伝子治療の
基盤研究

再生医療実現のための基盤研究

細胞組織工学利用医療支援
システムの開発　　
（経済省） 　　5  (0)　

再生医療

ゲノム情報融合研究
（文科省）　　　23(26)　

疾患関連タンパク質の機能解析
（医薬品機構等基礎研究事業）
（厚労省）　13　(13)

SPring-8関連経費
（文科省）　　8(22)

蛋白質発現・相互作用解析　　
技術開発 (経済省） 3  ( 3)  

糖鎖合成関連遺伝子ライブラリー
の構築　（経済省）　　　5  ( 5)　　

タンパク3000プロジェクト
（文科省）　118(　0)

創薬等ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ総合研究　
経費　　　　（厚労省）　28　(28)　

遺伝子解析による疾病対策・
創薬事業（医薬品機構等基礎
研究事業）（厚労省）　　　

68の内数　(70の内数)　

発生･再生研究の推進　
（文科省）　　　　57(60)　

予防・診断・治療技術

長寿科学総合研究　　　　　　
（厚労省）　　　　 18 (18)

21世紀型革新的先端ライフ
サイエンス技術開発プロ
ジェクト(文科省) 43の内数 (0)

　萌芽的先端医療技術推進
研究経費（ナノメディシン
分野）(厚労省)　　14  (0)

国民の健康寿命延伸に資する医療
機器・生活支援機器等の実用化
開発（経済省） 　 4 (0)  　

一般要求

単位：億円（13年度）

ゲノムをもとに生体機能の基礎
となるタンパク質解析を進める。

細胞・組織・個体レベルの
解析

創薬

再生医療 ･

遺伝子治療

食品機能性の解明・機能
性食品の開発

健全な食生活構築のための食
品の機能性及び安全性に関す
る総合研究　　　　　　　　　　　　
（農水省） 　4 (　3)

食品中に含まれる各種栄養成分
の生体利用性を評価するための
技術開発 （国立健康・栄養
研究所運営費交付金）
（厚労省） 10 の内数 (　9の内数) 微生物工学利用による新機能性

物質生産技術の開発
（農水省）　0.4 (　0)

生物機能を活用した生産プロセス
　の基盤技術開発　　　　　
（経済省）　9　(　10)

産業システム全体の環境調和型
への革新技術開発　　　　　　
（経済省）　19 (11)

植物生理機能解析・　　　
遺伝子改変植物開発

植物科学研究の推進
（文科省）　 18 (22)

ｲﾈ･ｹﾞﾉﾑの有用遺伝子の
単離及び機能解明　　　　
（農水省）　　20　(16)　

予防・診断・
治療技術

トランスレーショ
ナルリサーチ
＜新しい技術の
人体への適用＞

基礎研究成果の臨床応用に
関する研究（厚労省）12 (0)

トランスレーショナルリサーチ 基礎研究成果の臨床への
応用促進　

テイラー
メイド医療
など

革新的な予防
診断･治療
技術

早期診断・短期回復のための
高度診断・診療システムの　　
開発　(経済省)　 12  (12)　　

遺伝子・タンパク質レベル
での解析

ｲﾈ･ｹﾞﾉﾑの有用遺伝子の
単離及び機能解明　　　　
（農水省）　　20　(16)　

有用遺伝子活用のための動物
ゲノム研究（農水省）　4　(　2)　

植物ゲノム機能情報研究
（文科省）　 2 ( 3)

生物機能の高度利用技術

医
療

物
質
生
産
・
食
料

タンパク質の構造解析を利用
した単離及び機能解明　　　
（農水省） 　７　(5)    

ｲﾈ･ｹﾞﾉﾑの全塩基配列の
決定（農水省）　20　(20)　

ゲノム解析

２
　
物
質
生
産
・
食
料
・
環
境
へ
の
対
応

１
　
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

タンパク質構造・機能解析

有用遺伝子の検出・目的タンパ
ク質の分子設計を可能にする。

生体反応を統合的に理解し、細
胞機能の再構成技術を確立する。

21世紀型革新的先端ライフ
サイエンス技術開発プロジェ
クト（文科省）　43の内数 (　0)

細胞内ネットワークの　　　　
ダイナミズム解析技術開発
　　（経済省）　　　13　(　0)

タンパク質構造・機能研究
（文科省）　　16 ( 9)

極限環境生物フロンティア
研究（文科省）　 9 (8)    　

身体機能代替・修復システムの
開発　（経済省） 13 (  9)     

１

産学官連携による地域科学
術振興を通じた地域経済再
生のための創薬基盤技術
（医薬品の安全性・有効性
予測技術）の研究開発　　　
（厚労省）　　　　　6　

ES細胞研究棟の整備及び必
要な設備の整備
　　　（文科省）　　　14

ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙﾘｻｰﾁ・ﾊﾞｲｵｲﾝ
ﾌｫﾏﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ（仮称）の整
備　　　（文科省）　 25

萌芽的先端医療技術推進　
研究経費（トキシコゲノミクス
分野）（厚労省）　15　(0)　

タンパク3000プロジェクト
　（文科省）　　　　　118　(0)

タンパク質の機能の解明及
び、その生物学的意義の解
明の研究　　(文科省)　7　

第1次・第2次補正予算

最先端医療拠点の整備
－大学附属病院の重点的
整備－　（文科省）334

　21世紀型革新的先端ライフ　　
サイエンス技術開発プロジェ
クト(文科省)　　43の内数 (0)

国立公衆衛生院研究研修棟
（公衆衛生技術者の養成）
（厚労省）　　　28

医薬基盤技術研究施設
（ｹﾉ゙ﾑ関連技術を活用した創
薬技術の開発拠点）
　　　　（厚労省）　　　49



創薬
＜医薬品候補
化合物の選抜＞

EBM(根拠に基
づく医療)のため
の臨床研究
＜効果の検証＞

再生医療 ･

遺伝子治療の
基盤研究

予防・診断・
治療技術

トランスレーショ
ナルリサーチ
＜新しい技術の
人体への適用＞

有用　
生産　

機能性食品　

ゲノム 遺伝子 タンパク質 細胞・組織・個体

ライフサイエンス　　
分野の主な施策（２）

構造改革特別要求 一般要求

バイオ技術とIT技術を融合し、ゲノム情報を高

度利用するための技術開発や基盤整備を行う。

ゲノム情報科学研究
（理研関係）

（文科省） 6  ( 7)　

インフォマティクス基盤
施設（理研関係）
（文科省） 4　(4)　

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ研究　
の推進　 　　
（文科省） 22  (20)

生体高分子立体構造情
報解析(経済省)  20(15)　

タンパク質機能解析
（経済省） 23  (17)　

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ知的　　
基盤整備
（経済省） 9  (5)　

疾患データベースの構築
（医薬品機構等基礎研究
事業） （厚労省）

68の内数 (70の内数)　

ｲﾈ・ｹﾉ゙ﾑｼﾐｭﾚ ﾀーー の　
開発（農水省）11(12)

遺伝子多様性モデル　　
解析
（経済省） 12　(7)　

ライフサイエンス研究の基盤となる、未知微生物、実験動植物、

細胞、遺伝子材料等の収集、保存及び提供の体制を整備する。

ﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｲｵﾘｿｰｽﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ
（文科省） 44 　( 0)

バイオリソース整備
(理研)

（文科省） 14  (30)

遺伝子バンク事業
（国立感染症研究所経費）
（厚労省）　　　　　　　　　

73の内数 (90の内数)　

細胞バンク事業（国立医薬品
食品衛生研究所経費）　　　　
　　　（厚労省）　　　　　　　　　　　　

70の内数 (65の内数)　

ジーンバンク事業（農業生
物資源研究所運営交付金）
　　（農水省） 　　　　　　　

78の内数　 (80の内数)　

ｹﾞﾉﾑ情報に基づいた
未知微生物遺伝資源
ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの構築　　　　
（経済省） 5 ( 0)

環境試料タイムカプ
セル化事業　　　　　
（環境省）1.2の内数(0)

生命倫理に関する国民の
合意形成に向けた取組　　
　　　（内閣府）　 0.2  (　0)　

ナショナルバイオリソース
プロジェクトの一部　
（文科省）　44 の内数( 0)

リアルタイム生体ナノマシン　
観測技術開発費 　　　　
（文科省）　　　　　1   (1)

解析技術の高度化により、生体の
メカニズムの解明を加速化する。

遺伝子組換え体の安全性
評価

遺伝子組換え等先端技術
安全性確保対策　　　　　
　（農水省）　　　 6　( 5)

遺伝子組換え体の産業利用
におけるリスク管理に関する
研究　（経済省） 0.8　( 0)

生命倫理

萌芽融合領域

生体超分子ｼｽﾃﾑ研究
（文科省） 2  ( 3)

21世紀型革新的先端ライフ　　　
サイエンス技術開発プロジェ
クト (文科省)　43の内数 (0)

環境対応
型工業、
食料生産
等への実
用化の
加速

遺伝子組換え体
等の安全性

植物機能改変

テイラー
メイド医療
など

革新的な予防
診断･治療
技術

生物資源保存供給施設の運
営等　（製品評価技術基盤
機構運営交付金）（経済省）
　　77の内数 （75の内数）

細胞内ネットワークの　　　　
ダイナミズム解析技術開発
　　（経済省）　　　13　(　0)

21世紀型革新的先端ライフ
サイエンス技術開発プロジェ
クト（文科省） 43の内数 ( 0)

バイオミメティクコントロール　
研究　 　　　　　　　　　　
（文科省）　　　　1   ( 3)

三次元画像診断システム等　
技術開発　　　　　　　　　　　　　
（経済省）　 　5   ( 5)

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

生
物
遺
伝
資
源

先端解析技術

・バイオイメージング技術

・単一細胞・一分子機能解析技術

・ナノバイオロジー研究

・システム生物学研究

３
　
萌
芽
融
合
領
域
・
先
端
解
析
技
術
・
共
通
基
盤

工学・理学・医薬学・農学等の異分野の融合により、新しい分野を開拓し、
新しい生命科学の創造を目指す。

GMOの安全性を科学的
に検証、評価する。

生殖医学等の進歩に伴う倫理的、社会的な諸問題に
ついての国民的合意を形成する。

バイオ事業化に伴う生命
倫理問題等に関する研
究 （経済省）0.4 ( 0)

21世紀型革新的先端ラ
イフサイエンス技術開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの一部
（文科省）43の内数( 0)

ﾓﾚｷｭﾗｰｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究費
（文科省）1  (0)

ﾊﾞｲｵｱｰｷﾃｸﾄ研究費
（文科省） 2  ( 3)

２

生体内での遺伝子の
働きを大量かつ高速
に解析するシステムの
整備　（文科省）　5 

牛海綿状脳症(BSE)等人獣共
通感染症研究の推進（BSE等
高度安全研究施設）
（農水省） 71

ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙﾘｻｰﾁ・ﾊ゙
ｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ
（仮称）
　　（文科省） 25

産学官連携情報技術
共同研究施設
　（経済省）　　170

第1次・第2次補正予算

単位：億円（13年度）

食品等の安全性確保



安
心
安
全
で
快
適
な
生
活

日
本
の
優
位
な
技
術
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強
化
・
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争
力
向
上

民
間
で
の
実
用
化

ジェネリック・ネットワーク技術①等　　　　　 (総務省) 89 (67)
　　　　　　　(第4世代移動通信、超高速フォトニックネットワーク、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テラビット級スーパーネットワーク、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギガビットネットワーク、P2P型公共分野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高度情報流通技術、放送のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対応した高度放送システム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報家電のIPｖ6化）

ジェネリック・ネットワーク技術①等　　　　　 (総務省) 89 (67)
　　　　　　　(第4世代移動通信、超高速フォトニックネットワーク、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テラビット級スーパーネットワーク、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギガビットネットワーク、P2P型公共分野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高度情報流通技術、放送のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対応した高度放送システム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報家電のIPｖ6化）

ＩＴプログラム①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (文科省) 16 (0)
（光・電子デバイス等、　　　次世代メモリデバイス、　　　　次世代モバイルインターネット端末）　

ＩＴプログラム①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (文科省) 16 (0)
（光・電子デバイス等、　　　次世代メモリデバイス、　　　　次世代モバイルインターネット端末）　

量子情報通信技術
(総務省)2.6 (1.5)

量子情報通信技術
(総務省)2.6 (1.5)

　
モ
バ
イ
ル
、
光
、
デ
バ
イ
ス
技
術

利
便
性
・
安
全
性
等

次世代半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾛｾｽ（低温プラズマ装置*）

（極短紫外線露光技術)

(経済省) 23 (0)

次世代半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾛｾｽ（低温プラズマ装置*）

（極短紫外線露光技術)

(経済省) 23 (0)

MIRAI、ｼｽﾃﾑｵﾝﾁｯﾌ、゚SI、
極低電力情報端末用LSI、
先端的ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾛｾｽ装置

(経済省)  70 (64)

MIRAI、ｼｽﾃﾑｵﾝﾁｯﾌ、゚SI、
極低電力情報端末用LSI、
先端的ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾛｾｽ装置

(経済省)  70 (64)

ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ基盤技術、次世代無線ｱｸｾｽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (総務省)27 (27)
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ基盤技術、次世代無線ｱｸｾｽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (総務省)27 (27)

　次世代情報通信技術　　　　　　　　高速高信頼情報通信システム
　（10年後以降の実現に向けた　　　　　　　　　　（社会･経済への迅速な還元が可能な領域、
　　基礎的技術）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産学官連携を中心として推進）

研究開発基盤

計算科学ソフトの開発

ＩＴプログラム③
戦略的基盤ソフトウェア
の開発(文科省)15 (0)

ＩＴプログラム③
戦略的基盤ソフトウェア
の開発(文科省)15 (0)

他分野との
融合領域

ITを活用した次世代
海上交通システム
　　　 (国交省) 3 (2.2)

ITを活用した次世代
海上交通システム
　　　 (国交省) 3 (2.2)

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ・ﾈｯﾄﾜｰｸ技術②
（ITS実現のための情報通
信技術）(総務省)14 (15)　

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ・ﾈｯﾄﾜｰｸ技術②
（ITS実現のための情報通
信技術）(総務省)14 (15)　

スパコンネットワーク基盤、
仮想研究環境

e-サイエンス
（スパコンネット、リアル
実験環境の構築）
　　　　　(文科省) 10 (0)

e-サイエンス
（スパコンネット、リアル
実験環境の構築）
　　　　　(文科省) 10 (0)

スーパーSINET構想の
推進、 ITBL（仮想研究
環境）の構築と活用
　　　　 (文科省) 85 (81)

スーパーSINET構想の
推進、 ITBL（仮想研究
環境）の構築と活用
　　　　 (文科省) 85 (81)

実用化活用

情報通信分野の主な施策
H14予算案（H13予算）：億円

社会基盤との融合

　　高速高信頼
情報通信システム
　　　の実現

ネットワークがすみずみ
まで行き渡った社会
の対応と、
世界市場の創造に向け、
国際競争力強化を図り、
安心・安全で快適な生活
を実現する。

このため日本の優位な
モバイル、光、デバイス
技術を核として、
産学官連携により、
高速・高信頼情報通信
システムを構築

　　高速高信頼
情報通信システム
　　　の実現

ネットワークがすみずみ
まで行き渡った社会
の対応と、
世界市場の創造に向け、
国際競争力強化を図り、
安心・安全で快適な生活
を実現する。

このため日本の優位な
モバイル、光、デバイス
技術を核として、
産学官連携により、
高速・高信頼情報通信
システムを構築

科学技術全体の発展
研究開発の情報化等により、

知の創造と活用の促進と国際競争力を向上

科学技術全体の発展
研究開発の情報化等により、

知の創造と活用の促進と国際競争力を向上

構造改革特別要求施策

8月概算要求施策

超高速インターネット
衛星 (文科省)55 (75)
超高速インターネット
衛星 (文科省)55 (75)

ＩＴプログラム②(文科省)4.1 (0) 
（超小型大容量ハードディスク）

ＩＴプログラム②(文科省)4.1 (0) 
（超小型大容量ハードディスク）

情報通信基盤高度化
プログラム②　　 (経済省) 6.8 (0)　
（　光ストレージ技術、　　　　　　　　　　ネットワークコンピューティング）

情報通信基盤高度化
プログラム②　　 (経済省) 6.8 (0)　
（　光ストレージ技術、　　　　　　　　　　ネットワークコンピューティング）

ﾅﾉﾒｰﾀ制御光ﾃﾞｨｽｸ
　　　　　(経済省) 8.8 (10)
ﾅﾉﾒｰﾀ制御光ﾃﾞｨｽｸ
　　　　　(経済省) 8.8 (10)

未踏ソフト・次世代ソフト（公募）、並列化ｺﾝﾊﾟｲﾗ、
情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策、電子政府ｾｷｭﾘﾃｨ (経済省) 40 (33）
未踏ソフト・次世代ソフト（公募）、並列化ｺﾝﾊﾟｲﾗ、
情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策、電子政府ｾｷｭﾘﾃｨ (経済省) 40 (33）

宇宙開発（通信）との融合

高度道路交通ｼｽﾃﾑ
（ITS)等道路のIT化
に関する研究開発
　　　　 (国交省)84 (82)

高度道路交通ｼｽﾃﾑ
（ITS)等道路のIT化
に関する研究開発
　　　　 (国交省)84 (82)

（*）環境分野における地球温暖化防止エネルギー対策プログラムの一部

情報通信基盤高度化プログラム①
（超電導デバイス*）　　（ﾌｫﾄﾆｯｸﾈｯﾄﾜｰｸ技術、有機デバイス*､高周波ﾃﾞﾊﾞｲｽ* 、磁気ﾒﾓﾘﾃﾞﾊﾞｲｽ） (経済省)42 (0)
情報通信基盤高度化プログラム①
（超電導デバイス*）　　（ﾌｫﾄﾆｯｸﾈｯﾄﾜｰｸ技術、有機デバイス*､高周波ﾃﾞﾊﾞｲｽ* 、磁気ﾒﾓﾘﾃﾞﾊﾞｲｽ） (経済省)42 (0)

次世代のブレークスルー、新産業の種となる情報通信技術

情報通信分野における先端的研究開発①
（フォトニックネットワーク基礎技術）

(総務省) 2７の一部 (0)

情報通信分野における先端的研究開発①
（フォトニックネットワーク基礎技術）

(総務省) 2７の一部 (0)（メディアハンドオーバ技術）

　（5年間で基礎技術を確立）　　　　　　（5年間で実現）

ﾌｪﾑﾄ秒ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ技術､次世代強誘電体ﾒﾓﾘ (経済省)16 (18)ﾌｪﾑﾄ秒ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ技術､次世代強誘電体ﾒﾓﾘ (経済省)16 (18)

高度計算科学技術、
計算科学技術活用型
特定研究開発、次世代
統合計算(文科省) 48 (62)　

高度計算科学技術、
計算科学技術活用型
特定研究開発、次世代
統合計算(文科省) 48 (62)　

科学技術情報の一部
　　　　(文科省) 80 (77)　
科学技術情報の一部
　　　　(文科省) 80 (77)　

電子情報発信・流通
促進　(文科省)16 (17)　
電子情報発信・流通
促進　(文科省)16 (17)　

科学技術データベース

成層圏無線ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
　　　(総務省) 9.5 (13)　
成層圏無線ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
　　　(総務省) 9.5 (13)　

ﾒﾃﾞｨｱｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ、
知的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
　(経済省)676の内数(1.0)

ﾒﾃﾞｨｱｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ、
知的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
　(経済省)676の内数(1.0) 次世代高機能映像技術、視聴覚障害者向け放送ｿﾌﾄ制作技術

　　　　　　　　　　　　 (総務省) 5.7 (7.1)
次世代高機能映像技術、視聴覚障害者向け放送ｿﾌﾄ制作技術
　　　　　　　　　　　　 (総務省) 5.7 (7.1)

電子情報の保存問題　　　　　 (国会図書館)0.4 (0)　電子情報の保存問題　　　　　 (国会図書館)0.4 (0)　

高齢者・障害者向けITの開発･普及　 (経済省) 5 (7.5)　高齢者・障害者向けITの開発･普及　 (経済省) 5 (7.5)　

情報収集ｴｰｼﾞｪﾝﾄ技術、情報ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ型通信・放送ｼｽﾃﾑ、
高度な遠隔医療等の映像関連技術 (総務省) 5.6 (7.0)　
情報収集ｴｰｼﾞｪﾝﾄ技術、情報ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ型通信・放送ｼｽﾃﾑ、
高度な遠隔医療等の映像関連技術 (総務省) 5.6 (7.0)　

ヒューマンコミュニケーション技術
　　　　　　　(総務省)167の内数(19)　
ヒューマンコミュニケーション技術
　　　　　　　(総務省)167の内数(19)　

情報ｾｷｭﾘﾃｨの確保等 (防衛庁) 17 (0)　情報ｾｷｭﾘﾃｨの確保等 (防衛庁) 17 (0)　

強相関電子技術
(経済省)676の内数 (3.0)
強相関電子技術
(経済省)676の内数 (3.0)

情報通信分野における先端的研究開発②　　 (総務省) 2７の一部 (0)
（障害者向け端末等技術、無線セキュリティ
プラットフォーム技術、個人適応型コンテンツ提供技術）

情報通信分野における先端的研究開発②　　 (総務省) 2７の一部 (0)
（障害者向け端末等技術、無線セキュリティ
プラットフォーム技術、個人適応型コンテンツ提供技術）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ移動
体衛星通信
　　　(総務省)4.2 (6.5)　

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ移動
体衛星通信
　　　(総務省)4.2 (6.5)　

GIS構築のための情報
通信技術(総務省)7 (9)
GIS構築のための情報
通信技術(総務省)7 (9)

H13一次補正及び二次補正予算案：億円

補正予算施策

産学官連携情報技術
共同研究施設整備
　 (経済省) 170

産学官連携情報技術
共同研究施設整備
　 (経済省) 170

ネットワークセキュリティに関する
研究・実験施設整備(総務省)92
ネットワークセキュリティに関する
研究・実験施設整備(総務省)92

次世代半導体
設計・製造技術
共同研究施設整備

(経済省) 315

次世代半導体
設計・製造技術
共同研究施設整備

(経済省) 315

国立大学における
e-Japan重点計画
の推進等 (文科省) 38

国立大学における
e-Japan重点計画
の推進等 (文科省) 38

低消費電力次世代
ディスプレイ製造技術
共同研究施設整備

(経済省) 153

低消費電力次世代
ディスプレイ製造技術
共同研究施設整備

(経済省) 153

３



●温暖化総合モニタリングプログラム :26課題

●温暖化将来予測・気候
変化研究プログラム

:19課題

●温暖化影響・リスク評
価研究プログラム

:15課題

●温室効果ガス固定化・隔離技術開発プログラム

:16課題

●エネルギー等人為起源温室効果ガス排出抑制
技術開発プログラム:162課題

●温暖化抑制政策研究プログラム:7課題

・緊急性・重大
性の高い環境
問題の解決に
資するもの

・持続的発展
を可能とする
社会の構築に
資するもの

・国民生活の
質的向上や産
業経済の活性
化に強いイン
パクトをもつも
の

・自然科学系
社会科学系研
究を省際的及
び産学官で連
携して取組む
統合的研究体
制でおこなわ
れるもの

イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
と
は
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
同
じ
政
策
目
標
の
達
成
に
至
る
道
筋
を
設
定
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
下
に
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

有
機
的
に
推
進
す
る
も
の

共
生
と
循
環
を
基
調
と
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
む
け
た
新
た
な

科
学
的
知
見
、
技
術
基
盤
の
提
供

長期の
全般的
目標

重点化の考え
方

環境分野の主な施策（１）

地球温暖化研究イニシャティブ
註） は構造改革特別要求、 は13年度二次補正

温
暖
化
抑
制
シ
ナ
リ
オ
策
定
に
資
す
る
科
学
的
知
見
・
技
術
シ
ー
ズ
の
創
出

個別
目標

註）各イニシャティブ、プログラム間には課題の重複が含まれている。

地球温暖化に対応した国土保全支援システム
に関する研究 (国交省)  1(新規)

地球環境研究総合推進費(環境省)29(27)

地球温暖化が農林水産
業に与える影響の評価
及び対策技術の開発　

(農水省) 4(2) 

地球温暖化に関する調査研究の推進
(環境省) 4(0.2)

人・自然・地球共生プロ
ジェクト(文科省)39(新規)

地球環境変動が水資源
に与える影響評価及び
対策技術・手法開発　

(国交省) 1(新規)

エネルギー環境・二酸化炭素固定化・有効利
用プログラム (経済省) 53(38)

地球観測フロンティア研究システム(文科省)18(21)

深海地球ドリリング計画推進(文科省) 71(76)

地球環境総合推進計画 (文科省) 206(292)

気候変動観測・監視 (国交省) 4(6)

情報通信分野における先端的研究開発（気候変動
　　モニタリング技術高度化の研究）(総務省) 4(新規)

固体地球統合フロンティア研究
システム (文科省) 16(11)

地球シミュレータ計画推進
(文科省) 22(18)

地球環境保全試験研究費
(環境省) 4(3) 海洋研究船による地球温暖

化に係る温室効果気体の海
洋における収支の観測研究
等 (文科省) 6(6)

循環型社会及び安全な環境の形成のための建築・
都市基盤整備技術の開発 (国交省) 2(2)

生物機能利用砂漠地域二酸化炭素固定化技術開発
(経済省) 2(3)

地域における省エネルギー技術開発　　　
(経済省) 68(36)

次世代内航船の研究開発(国交省)4(2)

クリーン燃料開発プログラム(経済省)58(新規)

固体高分子型燃料電池／水素エネルギー利用
プログラム (経済省) 52(新規)

知的材料・構造システムの研究開発(経済省)5(5)

極低電力情報端末用LSIの研究開発 (経済省) 4(4)

環境適合型次世代超高音速機用エンジン研究開発
(経済省) 20(20)

　　　図中数字は14年度要求額（億円）。括弧内は13年度。

４

環境調和型ディーゼルシステム共同研究施設整備
(経済省) 50



ゴミゼロ型・資源循環型技術研究イニシャティブ

●循環型社会支援創造支援システム開発プログラム

:7課題●循環型設計・生産プログラム:11課題

●リサイクル技術・システムプログラム

:18課題

●適正処理処分技術・システムプログラム

　　 :12課題

・緊急性・重大
性の高い環境
問題の解決に
資するもの

・持続的発展
を可能とする
社会の構築に
資するもの

・国民生活の
質的向上や産
業経済の活性
化に強いイン
パクトをもつも
の

・自然科学系
社会科学系研
究を省際的及
び産学官で連
携して取組む
統合的研究体
制でおこなわ
れるもの

共
生
と
循
環
を
基
調
と
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
む
け
た
新
た
な
科
学
的

知
見
、
技
術
基
盤
の
提
供

長期の
全般的
目標

自然共生型流域圏・都市再生技術研究イニシャティブ

●都市・流域圏環境モニタリングプログラム

:5課題

●都市・流域圏管理モデル開発プログラム

:7課題

●自然共生化技術開発プログラム:10課題

●自然共生型社会創造シナリオ作成・実践

プログラム:4課題

重点化の考え
方

環境分野の主な施策（２）

個別
目標

廃
棄
物
減
量
化
目
標
実
現
及
び
環
境

リ
ス
ク
低
減
の
為
の
技
術
・
シ
ス
テ
ム
開
発

自
然
共
生
型
流
域
圏
・
都
市
再
生
を
実
現
す
る

た
め
の
技
術
・
シ
ス
テ
ム
の
体
系
化

註）各イニシャティブ、プログラム間には課題の重複が含まれている。

註） は構造改革特別要求

農業由来の有機質資源の循環利用に係る政策の評価
手法の開発に関する研究 (農水省) 0.1(0.1)社会資本ストックの管理運営技術の開発　　　

(国交省) 1(新規)

生ごみ等有機系廃棄物の最適処理による環境負荷
低減技術に関する研究 (国交省) 0.3(新規)

土壌汚染対策 (経済省) 1(新規)

廃棄物処理等科学研究費補助金(環境省) 11(7)

都市再生等の社会基盤技術の研究開発（環境分）
(国交省) 0.3(新規)

リサイクルの推進(経済省)12(6)

農林水産バイオリサイクル研究(農水省)6(5)

FRP廃船の高度リサイクルシステムの構築
(国交省) 3(1)

環境技術開発等推進費(環境省)8(7)

流域圏における水循環・農林水産生態系の自然
共生型管理技術の開発 (農水省) 3(新規)

自然共生型国土基盤整備技術の開発(国交省)3(新規)

都市再生等の社会基盤技術の研究開発（都市再生分）
(国交省) 1(新規)

健全な水循環の形成に関する研究(厚労省)2(新規)

循環型社会及び安全な環境の形成のための建築・
都市基盤整備技術の開発 (国交省) 2(2)

建設廃材・ガラス等リサイクル技術開発(経済省:3(2))

生物機能を活用した生産プロセスの基盤技術開発(経済省)9(10)

海洋利用・生態系研究開発 (文科省) 2(1)

環境科学研究 (文科省) 2(5)

イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
と
は
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
同
じ
政
策
目
標
の
達
成
に
至
る
道
筋
を
設
定
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
下
に
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

有
機
的
に
推
進
す
る
も
の

　　　図中数字は14年度要求額（億円）。括弧内は13年度。
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ナノテクノロジー・材料分野の主な施策　ナノテクノロジー・材料分野の主な施策　

1010～～2020年先を展望した研究開発年先を展望した研究開発 55～～1010年以内の実用化研究開発年以内の実用化研究開発

社会基盤形成社会基盤形成

フロンティア開拓フロンティア開拓

ナノテクノロジー・ナノテクノロジー・
プログラム　（経済省）プログラム　（経済省）

量子情報通信技術の研究開発
　(総務省)　２．６　（１．５）

細胞内ネットワークのダイナミズム解析技術開発細胞内ネットワークのダイナミズム解析技術開発
　　（（経済省）　１３．２　（０）経済省）　１３．２　（０）

萌芽的先端医療技術推進研究　（ナノメディシン）萌芽的先端医療技術推進研究　（ナノメディシン）　（　（厚労省）　１３．８（０）　【再掲】厚労省）　１３．８（０）　【再掲】

★生物機能の革新的利用のためのナノテクノロジー・★生物機能の革新的利用のためのナノテクノロジー・
材料技術　（農水省）　　２．０　材料技術　（農水省）　　２．０　((０．３）０．３）

★独法成果活用事業のうち　高安全鉄骨構造部材の技術開発★独法成果活用事業のうち　高安全鉄骨構造部材の技術開発
（文科省）　３．０　（０）（文科省）　３．０　（０）

宇宙開発用材料　　（文科省）　０．６　（２）

ナノFISH法他
（農水省）　未定（約１）

ナノマテリアル・プロセス
技術　７１　（５６）
（精密高分子技術、ナノガラ
ス技術、ナノメタル技術、ナ
ノカーボン技術、ナノレベル
電子セラミックス材料低温
成形・集積化技術、炭素高
機能材料）

革新的部材産業創出革新的部材産業創出
プログラム　（経済省）プログラム　（経済省）

★材料プロセス革新★材料プロセス革新
　技術　１．４（０）　技術　１．４（０）

材料プロセス革新技術・
研究生産システム
技術等　２８　（２６）
（高機能高精度省エネルギー
金属材料（金属ガラス）の
成型加工技術、高効率マイ
クロ化学プロジェクト、シナ
ジーセラミックス）

計測・加工関連技術他　
（文科省）　約２５

機能材料・基礎物性　（文科省）　　約２２１

出口出口

厚生科研費のうち　萌芽的先端医療技術推進研究　（ナノメ厚生科研費のうち　萌芽的先端医療技術推進研究　（ナノメ
ディシン）ディシン）　（　（厚労省）　１３．８　（０）厚労省）　１３．８　（０）

出口に向けた動きを支える基盤出口に向けた動きを支える基盤

計
測
評
価
・
加
工
技
術

計
測
評
価
・
加
工
技
術

物
質
・
材
料
技
術

物
質
・
材
料
技
術

★ナノ加工計測技術★ナノ加工計測技術
１２（０）１２（０）

（次世代量子ビーム利用（次世代量子ビーム利用
ナノ加工技術、３Ｄナノメーナノ加工技術、３Ｄナノメー
トル標準物質創成技術、トル標準物質創成技術、
ナノ機能粒子のカプセルナノ機能粒子のカプセル
化技術）化技術）

出口側での要求される加工レベルに１桁以上出口側での要求される加工レベルに１桁以上
高精度な計測・評価・加工技術の実現高精度な計測・評価・加工技術の実現

従来の垣根を越えた研究開発による多様な材料の確保従来の垣根を越えた研究開発による多様な材料の確保

多様な新原理デバイスの競争的開発による多様な新原理デバイスの競争的開発による
次世代最先端基幹技術の絞込み次世代最先端基幹技術の絞込み

半導体・情報記憶技術での国際競争力確保半導体・情報記憶技術での国際競争力確保

競争的資金・創造科学技術推進制度等
（文科省）　未定（７）

（樽茶多体相関場、中村不均一結晶、量子もつれ）

次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム（経済省）　６０(５２)
（次世代半導体・プロセス基盤技術開発（MIRAIプロジェクト）、
超高密度電子SI技術、システムオンチップ先端設計技術等）

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現

省エネ・環境保護に資する材料等の基盤技術開発　（経済省）　省エネ・環境保護に資する材料等の基盤技術開発　（経済省）　

高効率高温水素分離膜の開発等高効率高温水素分離膜の開発等　　
　　２３．６　（０）２３．６　（０）

超低損失電力素子技術等　　　８５　（９２）
（超低損失電力素子技術、電子デバイス製造エッチングガス代替ガスシステム、エネルギー
使用合理化液晶デバイスプロセス技術等）

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
克
服

問
題
の
克
服

生体分子の動作原理の解明と応用生体分子の動作原理の解明と応用

シリコン半導体の加工限界への準備シリコン半導体の加工限界への準備

健
康
寿
命

健
康
寿
命

延
伸
延
伸

生体特有の生体特有の
データ処理の活用データ処理の活用

工業用プロセスへ工業用プロセスへ
の応用の模索の応用の模索

COCO22排出削減のための材料の実現と実社会への浸透排出削減のための材料の実現と実社会への浸透

構造改革特別要求施策構造改革特別要求施策 ８月概算要求施策

Ｈ１４予算（Ｈ13予算）：億円（点線で囲んだ文科省の予算は１３年度予算を参考）

新製造技術プログラム等
（経済省）１８．４（２１）
（クラスターイオンビームプロ
セス技術、革新的鋳造シミュ
レーション、フェムト秒テクノ
ロジー）

情報通信基盤高度化プログラム（経済省）　　２４＋特会２５　（０）
（大容量光ストレージ技術の開発、フォトニックネットワーク技術の開発、高出力高周波デバイス
の開発、超電導デバイスの開発、有機デバイスの開発等）　

ITITプログラム（世界最先端のプログラム（世界最先端のITIT国家）　　　　（文科省）　１６　（０）　国家）　　　　（文科省）　１６　（０）　

（超小型大容量ハードディスク開発、高機能低消費電力メモリー開発、光・電子デバ（超小型大容量ハードディスク開発、高機能低消費電力メモリー開発、光・電子デバ
イス技術開発）イス技術開発）

情報通信基盤高度化プログラム（経済省）　　１６　（１０）
（ナノメータ制御光ディスク、次世代強誘電体メモリ等）　

次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム　（経済省）２３．２次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム　（経済省）２３．２
（０）（極端紫外露光技術、マイクロ波励起高密度プラズマ装置）（０）（極端紫外露光技術、マイクロ波励起高密度プラズマ装置）

　　

競争的資金・創造科学技術推進制度等
（文科省）　未定（９）
（合成と制御、組織化と機能）

競争的資金・創造科学技術推進制度等
（文科省）　未定（８）

（吉田ATPシステム、楠見膜組織機能）

競争的資金・創造科学技術推進制度等（文科省）　未定　（１６　）
（井上過冷却金属、横山液晶微界面、細野透明電子活性、小池フォトニクス
ポリマー、十倉スピン超構造、フォトンクラフト、ナノチューブ状物質）

競争的資金・創造科学
技術推進制度等
（文科省）　未定　（９）
（五神共同励起、大津局在
フォトン、多価冷イオン）

６６

補正予算施策

次世代モバイル用
表示材料技術共
同研究施設整備
（経済省）３４（０）

産学官連携情報技術共同研究施
設整備（経済省）１７０　（０）

ナノテクノロジー・材料研究拠点関連
施設の整備（文科省）　９０　（４．５）

ナノテクノロジー・材料に関する産学
官連携のための施設・設備の解放の
推進（文科省）　３．５

★ナノテクノロジー総合支援プロジェ★ナノテクノロジー総合支援プロジェ
クト　（文科省）　　３８　（０）クト　（文科省）　　３８　（０）

産学官連携及びナノテク分野支援のための施策産学官連携及びナノテク分野支援のための施策



３
Ｅ
（
安
定
供
給
・
環
境
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全
・
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性
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に
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新
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変
革

分散型
システムと
輸送・変換
等の高度
化のため
の技術

バイオマスエネルギー

ＤＭＥ（ジ・メチル・エーテル）・ＧＴＬ（燃料液化技術）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長期的研究開発課題の基盤技術の開発（核融合発電、宇宙太陽光発電、海洋
エネルギー利用、メタンハイドレート開発）

核燃料サイクルの段階的開発（ウラン濃縮、再処理、MOX（混合酸化物）燃
料加工及びFBR（高速増殖炉）サイクル）

超電導利用技術の要素技術の開発（発電機、電力貯蔵装置、変圧器、
ケーブル等）

エネルギー管理システム（EMS）、都市エネルギーシステムの最適制御技術
の開発等

車載用・定置用（小～大容量）燃料電池システムの
低コスト化等（再掲）

低コスト太陽光発電技術の段階的開発

コージェネレーション技術の高度化

高レベル放射性廃棄物処分の地質環境把握研究
の実施等

原子力の安全を保障する技術の高度化

原子力の
安全の
ための
技術

推進方策　①発展途上国等へ移転可能な成果の創出、国際共同研究への参加等。
　　　　　　　②社会的理解、導入・普及に関わる諸状況を踏まえた取組みと研究開発の評価。
　　　　　　　③システム技術の効率的開発推進のための産学官の役割分担、連携。
　　　　　　　④省庁横断的課題についての省庁連携による効率的推進。
　　　　　　　⑤短、中、長期的研究開発課題の整合性ある取組み。
留意事項；人材の確保・育成。エネルギー利用、安全に係る教育の充実。

エネルギー
政策の目標
は３Ｅの達成

①将来の社会　
　経済に適合
　するエネルギ
　ー源の多様化

②エネルギー　
　システムの脱
　炭素化

③エネルギー　
　システムの　　
　効率化

④基盤科学　　
　技術の充実

重点化
の視点

研究
開発
目標

水素エネルギー利用システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー分野の主な施策

（(経済省)７（５））

（産業用コージェネレーション実用技術開発(経済省)６（５））

（GTL関連(経済省)１４（２２）、DME関連(経済省)２９（新規）、
うち特別要求分は２９（新規））

（太陽光発電技術研究開発(経済省)７３（６４））

（核融合研究関連(文科省)１１０（１９０）、宇宙太陽光調査研究(経済省)０．４（０．５）、
海洋エネルギー利用技術(文科省)１．３（０．９）、　メタンハイドレート開発(経済省)５５（１７））

（バイオマス高効率転換技術(経済省)２０（２０））

（超電導利用関連(経済省)６８（６０））

（遠心法ウラン濃縮事業及びMOX燃料加工事業推進(経済省)１７（７）、
　FBR研究開発【文科省】２３３（２３９）、再処理(文科省)４１４（３３０））

（高レベル廃棄物処分研究開発(文科省)７７（７２））

（安全解析、信頼性実証等(経済省)１３１（１２８））

推進
方策

（燃料電池/水素関連(経済省)２２０（１１９）、うち特別要求分は５２（新規））

研究開発に当たっては、
　①安全・安心、
　②国際競争力、
　③国際協力・貢献
の視点への配慮が必要

注） は重点領域の項目、

　　　　　　は具体的重点課題。うち、構造改革特別要求該当分は　　
　　　図中数字は14年度政府予算案（億円）。括弧内は13年度予算。

供給 輸送・変換・貯蔵 消費

エネルギー政策目標達成への
抜本的・効率的な取組みを可能
とする新たな技術・システムの

開発・提供

エネルギーインフラに係る要素
技術の開発・提供

安全安心のための知見・技術
の提供

個別
目標

７



①高付加価値
製造技術

②新規需要
開拓

③地球温暖化
対策技術

２
新
規
領
域
開
拓

３
環
境
負
荷
最
小
化
技
術

１
製
造
技
術
革
新

①循環型社会
形成に適応
した生産シス
テム

②有害物質極
小化技術

①IT高度利用

②革新プロセス

③品質管理・
安全・ﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ技術

製造技術分野における主な施策 構造改革特別要求施策８月概算要求施策

機 械
情報通信
電子・電気機器

材 料
（鉄鋼、非鉄金属、化学） バイオ・農林水産 医 療 研究開発目標研究開発目標

・造船業のIT革命の推進による
「ものづくり基盤技術」の高度化
（国交省）0.1(0)

●グローバル展開の中
での新時代の製造技術
の競争力強化

●世界的に競争力のあ
る特徴ある製造プロセ
スの実現

●継続して優位性確保

●我が国でしかできな
い高付加価値製品の開
拓

●高度福祉社会に対応
する医療・福祉用機器・
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ対応技術等
の製造技術基盤の確立
および関連する知的基
盤整備

●廃棄物の減量化目標
を達成するためのﾘﾃﾞｭｰ
ｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ技術
の実用化

●製造工程、製品から
の有害物質極小化、化
学物質ﾘｽｸﾐﾆﾏﾑ技術の
実用化

●京都議定書の目標実
現

・建設機械の保守管理
システム高度化のため
の損傷評価技術の開発
（厚労省）0.4(0.4)
・人間・機械協調型作業
システムの基礎的安全
技術に関する研究（厚労
省）0.6(0)

・IMS（知的生産システム）国際共同研究プ
ログラム（経済省）13.4(14.2)
・先端的デバイスプロセス装置技術開発
（経済省）5.8(6.3)

・革新的鋳造シミュレーション
技術　（経済省）3.6(4.1)  再掲

・先端的ITによる技術情報統合化システム
の構築による研究開発（文科省）5.9(7.0)

・エネルギー使用合理化生物触媒
等技術開発（経済省）2.2(2.4)

・多次元量子検出器の開発・応用研究
　（文科省）0.9(0)
・基盤技術開発費（文科省）1.1(1.2)

・人間行動適合型生活環境創出シス
テム技術（経済省）8.9(12.0)

・リアルタイム生体ナノマシン観察
技術開発（文科省）1.0(1.3)

・産業リサイクル過程におけ
る爆発火災災害の防止に関
する研究（厚労省）0.3(0)

・電子デバイス製造プロセスで使用するエッ
チングガスの代替ガス・システム及び代替
プロセス技術研究開発（経済省）15.0(12.5)
・エネルギー使用合理化液晶デバイスプロ
セス技術開発（経済省）7.8(8.8)
・高効率次世代半導体製造システム技術開
発（経済省）6.8(7.2)

・エネルギー使用合理化工作
機械（経済省）1.8(2.7)

・次世代化学プロセス技術研究
開発（経済省）7.0(7.0)
・超臨界流体利用環境負荷低
減技術研究開発（経済省）
13.0(13.0)

・21世紀型農業機械等緊急開発
事業（農水省）10.7(12.1)
・基礎・基盤研究（農水省）2.7(2.7)
・地域特産農作物機械開発促進
事業（農水省）0.6(0.8)

・植物利用エネルギー使用合理化
工業材料生産技術開発（経済省）
14.6(5.0)

・早期診断・短期回復のための
高度診断・治療システムの開
発（経済省）　16.8(17.2)
・身体機能代替・修復システム
の開発（経済省）13.3(9.0)
・高齢者等社会参加支援のた
めのシステム開発（経済省）
1.0(2.6)
・健康寿命延伸に資する医療
福祉機器開発のための基礎研
究（経済省）2.4(2.9)
・国民の健康寿命延伸に資す
る医療機器・生活支援機器等
の実用化開発（経済省）
3.5(4.8)
・エネルギー使用合理化在宅
福祉機器システム開発（経済
省）0.8(2.0)

・タンパク質科学及び医用工学研
究による疾病・創薬等推進事業
（厚労省）20(20)

・生物機能活用型循環産業システ
ム創造プログラム（経済省）
51.7(18.2)

重点領域・項目重点領域・項目

・クラスターイオンビームプロセステクノロジー
（経済省）　1.7(2.6)

・人間協調･共存型ロボットシステム
　（経済省）　8.3(8.8)

・健康維持・増進のためのバイオ
テクノロジー基礎研究プログラム
（経済省）84.6(52.5)

・革新的鋳造シミュレーション技
術　（経済省）　3.6(4.1)

・デジタルマイスタープロジェクト（経済省）24.5(29.4)

・多過冷イオン（文科省）［未定］

・大津局在フォトン（文科省）［未定］
・光ビームによる機能性材料加工創
成技術（文科省）［未定］
・超高密度フォトン産業基盤技術開
発（文科省）［未定］

・相互作用と賢さ（文科省）［未定］

８

・次世代半導体設計・製造技術共同研究施
設整備（経済省）315
・低消費電力次世代ディスプレイ製造技術
共同研究施設整備（経済省）153

補正予算要求施策

・ロボット機能発現のため
に必要な要素技術の開発
（経済省）1.0(0)  再掲

・ロボット機能発現のため
に必要な要素技術の開発
（経済省）1.0(0)

・電子・電気製品の部品などの再利用技術
開発（経済省) 1.6(1.8)

・ＳＦ６等に代替するガスを利用した電子デ
バイスクリーニングプロセスシステム（経済
省）3.7(4.0)

Ｈ１４予算（Ｈ１３予算）単位：億円



○安全の構築
○国土の再生と
　　Quality of Life（QOL）の向上
○国際協力

社会基盤分野の主な施策

応用研究開発 実証、社会実験、適用・整備研究

発
生
時
対
応

基礎研究

安
全
の
構
築

美
し
い
日
本
の
再
生
と
　
　
　
　
　
　

質
の
高
い
生
活
の
基
盤
創
成

重点化の考え方

人
為
災
害

事前から事後まで

事
前
対
応

注） はH14年度一般要求

はH14年度構造改革特別要求

はH13年度補正予算

　　　一部、類似の複数施策をまとめている。
　　　数字は政府原案（単位：億円、括弧内はH13年度当初予算）

目標目標

国
民
の
生
命
と

財
産
の
保
護

国
民
の
生
命
と

財
産
の
保
護

国
土
の
再
生
と
　
　
　

生
活
の
質
の
向
上

国
土
の
再
生
と
　
　
　

生
活
の
質
の
向
上

開
発
途
上
国
へ
の

国
際
貢
献

開
発
途
上
国
へ
の

国
際
貢
献

東海地震発生の推定精度向上に
関する研究（国交省）0.3（0.3）

社会資本ストックの管理運営
技術の開発（国交省）0.8(0) 犯罪捜査・交通安全に関する研究

（警察庁）1.2（0）

都市災害発生時の救急救助技術
の高度化（総務省）0.6（0）

大都市大震災軽減化特別プロジェクト
（文科省）32（0）

火山活動評価手法の開発研究
（国交省）0.6（0.3）

地震調査研究の推進
（文科省）23（23）

地震・火山噴火予知に関する
研究（文科省）19（19）

地理地殻活動に関する
研究（国交省）5.7（5.9）

人工衛星画像等を活用システム
検討経費（内閣府）1.0（2.5）

地震防災情報システムの整備
（内閣府）5.0（3.7）

横浜海上防災基地の高度化と基幹的
防災拠点との連携（国交省）12（0）

高度道路交通システム（ＩＴＳ）
に関する研究
（総務省）15 (17)
（経済省）4.1(5.0)
（国交省）85（84）

健全な水循環の形成に関する
研究（厚労省）1.5（0）

流域圏における水循環・農林水産
生態系の自然共生型管理技術の
開発（農水省）3.0（0）

ＧＩＳに関する研究開発
（総務省)7.0(9.0)
（国交省）30（43）

都市再生のための精密三次元空間
データ利用技術の開発
（国交省）1.1（0）

実大三次元震動破壊実験施設整備（文科省）55（57）

豪雨水害・土砂災害対策
の強化（国交省）8.2（0）

成層圏無線プラットフォームに関する
調査研究・開発（総務省）9.8（13）

宇宙・情報技術等による国土管理
高度化技術の開発（国交省）3.4（0）

鉄道技術基礎整備のための調査研究等
交通安全対策（国交省）3.5（3.5）

シックハウス対策等有害物質
対策研究（国交省）4.0（4.0）

自然共生型国土基盤整備技術
の開発（国交省）3.3（0）

広域地域課題に関する研究
（国交省）9.1（7.3）

地球温暖化に対応した国土保全支援
システムの研究（国交省）1.4（0）

航空機国際共同開発促進
（経済省）27（26）

次世代航空機技術に関する研究
（経済省）9.8（9.5）

鉄道技術開発費補助金
（国交省）15（17）

次世代海上交通システムに
関する研究（国交省）6.9（3.7）

高齢者・身障者の支援システムに
関する研究（総務省）10（11）

アーバンスケルトン方式等による都市再生
技術に関する研究（国交省）0.5（0）

自動制御・マネジメントによる建築設備の
環境負荷低減技術に関する研究
（国交省）0.5（0）

【重点項目】

○自然と共生した美しい生活空間の再構築

○広域地域課題

○流域水循環系健全化・総合水管理

○新しい人と物の流れに対応する交通システム

○バリアフリーシステム・ユニバーサルデザイン化

○社会情報基盤技術・システム

自
然
災
害

【重点項目】
○異常自然現象発生
　メカニズム

○発災時即応システム

○過密都市圏での巨大
　災害軽減対策

○中枢機能及び文化財の
　防護システム

○超高度防災支援システム

○高度道路交通システム
　（ＩＴＳ）

○陸上、海上および航空
　交通安全対策

○社会基盤の劣化対策

○有害危険物質・犯罪
　対応等安全対策

事
後
対
応

災害時緊急輸送システムの
技術開発（国交省）0.2（0）

航空機等の研究開発、風洞試験
装置の整備（防衛庁）489（293）

９

軌間可変電車の国内走行試験に必要な
施設の整備（国交省）13

実大三次元震動破壊実験施設整備加速（文科省）28



要素研究 開発

衛星による情報収集技術
（輸送能力を含む）

フロンティア分野の主な施策

高度な測位及び
探査システム技術

海洋資源利用の
ための技術

衛星系の次世代化技術

輸送系の低コスト・
高信頼性化技術

国民、とくに次世代が夢と
希望と誇りを抱ける国際
プロジェクト

地球環境情報の
世界ネットワーク構築

ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境の創成技術の開発・実証

基礎研究
等基盤
技術開発

利用技術の開発・実証
基礎研究等

基礎研究等

各機関で継続
的にデータの
獲得・処理・
蓄積を行う

機器開発等
要素技術開発

機器開発等
要素技術開発

利用技術の研究

試験機開発

技術実証のための衛星の開発

採取技術等の開発・実証

目標目標
領域ないし項目

技術実証のための衛星の開発

ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境利用技術の開発・実証

情報収集衛星システム
開発等に必要な経費
(内閣官房)677(773)

高精度三次元測量、高度・電
子基準点測量(国交省)14(11)

輸送系関連研究等(文科省)157(133)

H-IIAロケットの開発 (文科省)71(89)

信頼性向上（品質保証活動等）(文科省)56(66)
輸送系システム統合設計支援基盤
研究開発事業(経済省)11(0)

ﾃﾞｰﾀ中継技術衛星 (文科省)75(30)

軌道上技術開発関連研究等(文科省)70(81)

陸域観測技術衛星 (文科省)75(93)

超高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ衛星(文科省)55(75)

技術試験衛星Ⅷ型 (文科省)42(73)

宇宙産業技術情報基盤
整備等(経済省)39(47)

石油資源遠隔探査技術の
研究開発(経済省)29(37)

海洋石油開発技術等調査
委託費(経済省)14 (9.3)

極限環境生物ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究費
(文科省)9.3 (8.0)

国際宇宙ステーション計画 (文科省)328(273)　　　　　　　

深海地球ドリリング計画 (文科省)  71  (76)　　　　　　　

情報利用の研究打上

機器開発等
要素技術開発

要素技術の実証

観測機器等の開発

　地球観測関連研究等 (文科省)118(146)  　　　　

情報基盤業務等
(文科省)19(17)

　海洋観測研究開発 (文科省)  21  (22) 

　地球環境研究総合推進費(環境省)  29  (27) の内数

　地球ｼﾐｭﾚｰﾀ計画推進 (文科省)  22  (18)

　地球観測ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究費 (文科省)  18  (21)

機関間でのデータ流通
のシームレス化を測る

静止気象衛星（運輸
多目的衛星）の整備

(国交省)35(35)

海洋生物資源の変動要因の
解明と高精度変動予測技術
の開発(農林水産省)1.5(1.6)

一部を除き平成14年度政府原案において10億円以上のプロジェクト、単位億円
（）内は平成13年度予算、平成13年度補正分は当該年度分のみ記載

人工衛星画像等活用システム
検討経費(内閣府)1.0(2.5)

次世代海上交通システムに
関する研究(国交省)6.9(3.7)

地球観測関連研究等
の一部(文科省)再録

新たな利用技術の研究

実証 利用研究

１０

注） は一般要求
は構造改革特別要求
は平成13年度補正分

極低温ｲﾝﾃﾞｭｰｻｰ試験施設の高度化(文科省)9

安全
（ｾｷｭﾘﾃｨ）
の確保

安全
（ｾｷｭﾘﾃｨ）
の確保

世界市場
の開拓を
目指せる
技術革新

世界市場
の開拓を
目指せる
技術革新

人類の
知的創造
への国際
貢献と国
際的地位
の確保

人類の
知的創造
への国際
貢献と国
際的地位
の確保



基盤形成・環境整備 研　　究　　開　　発 研究成果移転・実用化・事業化

　
　
日
本
経
済
活
性
化
・
産
業
競
争
力
強
化

法制、税制、出融資

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材養成事業(構）
(経済省)1.0(新規)

選抜された人材をベンチャー
企業等に研修派遣

ﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｧﾝﾄﾞによる産学・産官共同研究推進(構)(文科省)28(新規）
　企業化ﾆｰｽﾞと研究ｼｰｽﾞの真にマッチした共同研究

大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ創出支援制度(構) (文科省)18(新規)  　　　　　　大
学発ﾍﾞﾝﾁｬｰを目指す研究者等に対する技術開発支援

戦略的産業技術実用化開発
補助事業(経済省)62(59)　
大学発ベンチャー(起業後)等に
対する技術開発補助

研
究
開
始

産学官連携の主な施策

技
術
移
転

起
業

－産学連携のための人材、基盤等づくり－ －企業化につながる研究開発推進－ －円滑な成果の移転、事業立ち上げの支援－

<起業家人材育成>

<大学等への人材支援>

<起業の環境整備>

<企業化ニーズにマッチした研究推進>

<企業化に近い研究を支援し、起業へ>

<ベンチャー企業の実　
　用化研究開発を助成>

大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ経営等支援事
業(構)(経済省)1.5(新規）

　大学発ベンチャーへ経営専門
　家派遣

<ベンチャー企業の
経営を支援>

　
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
一
〇
〇
〇
社
創
出<各分野等における産学官連携による研究の推進>

産学連携研究推進事業　　　　　　　　 (文科省)18(新規)　
私立大学における産学連携のための研究費,施設整備費等を総合的に支援

<TLOによる技術移転>

TLOの整備促進(構)　　
　(経済省)2.5(新規)

産学官連携支援事業
(構)(文科省)9(新規）

共同研究センター等に専門人
材を派遣

戦略的情報通信研究開発推進制度(構)　(総務省)15の内数(新規)　
産学官の研究共同体による情報通信分野の先端技術開発

産学連携支援・若手研究者支援型研究開発制度　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 (総務省)11の内数(1.5)　若手
研究者と産学連携を重点支援する通信・放送機構の公募研究

先端技術を活用した農林水産研究高度化事業(構)　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　(農水省)18(16)　　産学
官の研究共同体による先端技術を活用した農林水産研究

農林水産業・食品産業等先端産業技術開発事業費補助金　　　　

【農水省】13億円(20億円)　農林水産業・食品産業分野の研究開発力向
　上のためバイオ分野及び独法研究成果の実用化を図る民間の研究開発支援

地球環境研究総合推進費(構)　　　 　 (環境省)29(27)　　
産学官の共同研究による地球環境保全の研究開発

<大学等の研究成果の
移転・実用化>

研究成果最適移転事業　
(文科省)62(新規)       
目利きによる特許・技術移転マ
ネージメント、研究成果の育成
支援等

委託開発事業　　　　　
(文科省)56(56) 　
開発リスクの高い研究成果の実
用化開発を企業に委託

１１

産業技術研究助成事業(経済省)53(43)

NEDOの公募により産業技術力強化に資する大学等の研究を促進

<企業化や産業応用に向けた研究推進>

産学官連携ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽﾗﾎﾞ
整備 (経済省)補正:91

ベンチャー創出支援のため産
総研に支援設備を整備

<支援施設整備>

：構造改革特別要求

：一部構造改革特別
　要求

：８月概算要求

：補正予算

補正:1.6

補正:3.2億円

補正:0.5

大学の産学連携関連施設
の整備　　　　　　　(文
科省)補正:135

国立大学におけるｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
施設等の重点的整備

起業家育成施設整備　　
　(経済省)補正:31

地域におけるｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設
の整備

大学発事業創出実用化研究開発事業(構)　(経済省)22(新規)

TLO等と民間企業の共同研究

単位：億円



産業クラスター産業クラスター

知的クラスターセンター
（地域の中核大学の
共同研究センター等に設置）

企業

企業

周辺企業
周辺企業

技術シーズの目利き人材等

共同研究
共同研究

企業
企業

企業

企業

大学等

大学等

大学等

公的研究機関

企業

＜ネットワークの結節点＞
地域経済産業局
コーディネーター等

知的クラスター知的クラスター
新技術シーズ

マーケットニーズ

企業の実用化
技術開発

企業の実用化
技術開発

産学官共同の
実用化技術開発
（地域コンソーシアム
技術開発）

産学官連携サミット
(内閣府)　０．３　（新規）

産学官連携サミット
(内閣府)　０．３　（新規） 地域振興フォーラムの開催地域振興フォーラムの開催

地域結集型共同研究
(文科省) ６０（６８）

地域結集型共同研究
(文科省) ６０（６８）

先端技術を活用した地域の
農林水産研究高度化事業　等
(農水省) ３２（３２）　
　内(構) １６（１６）

先端技術を活用した地域の
農林水産研究高度化事業　等
(農水省) ３２（３２）　
　内(構) １６（１６）

地域提案型研究開発制度
戦略的情報通信研究開発推進制度
(総務省) ２６の内数、一部(構) 

地域提案型研究開発制度
戦略的情報通信研究開発推進制度
(総務省) ２６の内数、一部(構) 

地域研究開発促進拠点支援事業
(文科省) １０（１５）

・ネットワーク構築型拠点支援
・研究成果育成型拠点支援

地域研究開発促進拠点支援事業
(文科省) １０（１５）

・ネットワーク構築型拠点支援
・研究成果育成型拠点支援

研究成果活用プラザにおける
地域の研究開発等の推進
(文科省) ３１（１７）

・重点地域研究開発促進事業
・重点地域研究開発振興事業
・施設等建設整備費

研究成果活用プラザにおける
地域の研究開発等の推進
(文科省) ３１（１７）

・重点地域研究開発促進事業
・重点地域研究開発振興事業
・施設等建設整備費地域先導科学技術基盤

施設整備費補助金
(文科省) １２（２２）

地域先導科学技術基盤
施設整備費補助金
(文科省) １２（２２）

中小都市エリア
連携基盤整備
事業

中小都市エリア
連携基盤整備
事業

地域科学技術振興に関する主な施策

地域におけるプロジェクト研究
フロンティア研究・海洋利用・生態系研究開発の推進
（理研関係等）
　(文科省) １１（１６）
・都道府県指定試験事業
　(農水省) １１（１１）

地域におけるプロジェクト研究
フロンティア研究・海洋利用・生態系研究開発の推進
（理研関係等）
　(文科省) １１（１６）
・都道府県指定試験事業
　(農水省) １１（１１）

地域における研究開発基盤の整備

地域クラスターの形成－連鎖的なイノベーションを実現するシステムの構築－

注：(構)は構造改革特別要求を示す。

・地域経済の活性化・地域経済の再生
・世界に通用する新産業・新事業の連続的な創出

内(構) １８億円（１６億円）

一部(構)

(総務省・日本学術会議)(構) ０．０７
（新規）

○１３年度１次補正予算
「地域経済再生イノベーション・新産業創出対策費」として総額４６９

・大学発ベンチャー育成施設整備(文科省)１０

・地域新生コンソーシアム研究開発事業 (経済省) １１０

・地域新規産業創造技術開発事業(経済省)　３０　等

○１３年度２次補正予算（案）
地域の共同研究拠点やインキュベーターの整備として総額２５４

・産学官連携オープンスペースラボの整備(経済省)　７１

・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーの重点的整備(文科省)　３１　等

○文部科学省
　知的創造による地域産学官連携強化プログラム（新規要求）
　・知的クラスター創成事業　
　・中小都市エリア連携基盤整備事業　

○経済産業省
　産業クラスター計画（既存予算の大幅拡充)
　　３５３（２９４）内(構) １９４（１２０）
　・地域コンソーシアム研究開発事業　 (構) ８８（３５）
　・新規産業創造技術開発費補助事業　 (構) ５６（３９）
　・創造技術研究開発事業　 (構) ３５（３０）　等

・知的クラスター創成事業　(構)
・中小都市エリア連携基盤整備事業　

内(構) １９４億円（１２０億円）
　・地域コンソーシアム研究開発事業　 (構) ８８億円（３５億円）
　・新規産業創造技術開発費補助事業　 (構) ５５億円（３９億円）
　・創造技術研究開発事業　 (構) ３５億円（３０億円）等

８６

○地域クラスター協議会（仮称）の設置
目的:　知的クラスター関連施策により生み出された研究成果(新技術シーズ)を
　　産業クラスター関連施策により、円滑に実用化・事業化する。

総合科学技術会議に
よる助言と評価

総合科学技術会議に
よる助言と評価

単位：億円
（）内は１３年度予算額

１２



　競争的資金（科学研究費補助金を含む） 　世界最高水準の大学づくりプログラム

（趣旨）

・国際競争力のある国公私立大学づくりの一環。

・大学に第三者評価による競争的原理を導入。

・研究ポテンシャル等の高い大学に重点投資。

・初年度５分野を対象、各分野１０～３０件程度。

・大学からの申請を受け、専門家や有識者で評価。

・大学院博士課程（専攻）レベルの組織を対象。

・年間１～５億円程度、５年間継続して配分。

基礎研究の推進・国立大学等の施設整備関連施策

（計画概要）

・学問分野を１０分野に分け、２年計画でカバー。

（注） 平成１１年度以前は、主な競争的資金。平成１４年度新規登録制度
　　　については、精査中。

2,323
2,614

2,968
3,265
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（単位：億円）
科学研究費補助金 競争的資金（科学研究費補助金を含む）

予算案
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世界最高水準の大学づくりプログ
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予算案※新規事項

（単位：億円）

１３

 

1,383 
917 850 826 1,013 
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当初予算 

(単位：億円) 

国立大学等の施設整備 

第１期基本計画期間 (H8～H12) 
第 2期 

（H13～H17) 

1,780 

1,260 

4,533 

2,257 

1,017 

5,800 

1,464 
H12 
補正 

第 1期基本計画整備目標1,200 万㎡ → 実行 306万㎡ 

14年度 
予算案 

397 

3,616 

1,407 

191 

3,302 

1,485 

基本計画期間 



（参考２）
　私立大学等経常費補助金

（参考１）
　教育研究基盤校費

（注） 平成１１年度以前は、教官当積算校費・学生当積算校費。平成１２
　　　年度に積算を簡素化し、「教育研究基盤校費」を創設。平成１２年度
　　　科学技術関係経費分の増額(１８３億円)は、主として同経費における
　　　科学技術関係経費の考え方をその際、整理したことに伴うもの。

（注） 天文学研究、加速器科学、ニュートリノ研究等大学共同利用機関
　　　及び全国共同利用附置研究所を中心として行われる独創的・先端
　　　的研究の推進に要する経費。

　大学共同利用機関等における独創的・先端的研究
　　（未来を切り拓く基礎研究の推進）
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（単位：億円）
科学技術関係経費分 教育研究基盤校費総額
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大学共同利用機関等における独創的・先端的研究

予算案

2,951 3,007 3,071 3,143 3,198

1,425 1,451 1,500 1,456 1,471
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（単位：億円）
科学技術関係経費分 私立大学等経常費補助金総額

予算案

予算案
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